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実測値とシミュレーション結果の比較 

◆全国版  ▲地方版 

 夜空の明るさと人間活動指標の時間ごとの推移をグラフ化したものが、図1である。

図1より、夜空の明るさと人間活動指標はどちらも、0:00前後までは徐々に減少し、

その後は夜明けまでほぼ一定となっており、両者の間には明確な関係性が見られた。 

 

 (Ⅱ)夜空の明るさシミュレーションの作成 

シミュレーション結果をグラフ化したものが図2である。実測値とシミュレーショ

ン結果の間で相関係数をとったところ、全国版で0.65、地方版で0.91であった。 

また、愛知県内をメッシュ状に区切って地方版シミュレーションを行い、夜空の

明るさマップ(図3)を作成した。図3から、大都市である名古屋市を中心に、同心円

上に夜空の明るさが徐々に暗くなる傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．考察 
(Ⅰ)夜空の明るさの実測調査 

SQMを用いた夜空の明るさの調査法の確立ができた。 

また、夜空の明るさと人間の活動指標の間に明確な関連性が見られたことから、

人間の活動が夜空の明るさに影響を与えているということが示された。 

 (Ⅱ)夜空の明るさシミュレーションの作成 

実測値とシミュレーション結果との相関係数が地方版では0.91を超えたことから、

コンピュータを用いた夜空の明るさシミュレーションは可能であるとの結論を得た。 

また、シミュレーションを用いて作成したマップから、光害の影響は大都市に近

ければ近いほど大きいと推測される。 

 

 
謝辞 
名古屋大学大学院 柴田 隆 教授 

愛知県立一宮高等学校SSH 全国夜空の明るさ観測チームのみなさま 

 

参考文献 
環境省水・大気環境局大気生活環境室 『光害対策ガイドライン 平成18年12月改訂版』 

中部電力Webサイト 『電力需給状況のお知らせ』(http://denki-yoho.chuden.jp/) 

 <2014/1/14閲覧> 

国土交通省 『平成22年度 全国道路・街路交通情勢調査(交通センサス)』 

総務省統計局 『平成21年度 経済センサス』 

図3 

夜空の明るさマップ 

(シミュレーションから作成) 




